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【課題の概要】 
本研究は、従来の光励起とは異なり、熱的効果を排除したテ

ラヘルツ・中赤外パルスを照射し、物質の超高速量子相転移

の実現を目的としている。具体的には、量子トンネル過程に

よるモット絶縁体における金属絶縁体転移と、マルチフェロ

イクスにおけるスピンの量子力学的運動に基づく磁化制御の

実現を目指すものである。さらに、励起電磁場の波形に沿っ

た応答を極短パルスで検出し、最終的には電磁場誘起量子相

転移の解明を目指している。 

【学術的意義、期待される研究成果等】 
テラヘルツ光と中赤外光を強相関物質に照射して、系の温

度上昇を抑制した状態で、電子相を制御し、量子相転移を実

現する独創的な試みである。従来の平衡系での光相転移では

実現できない、極めて高速の量子相転移現象の解明を通し

て、非平衡系の量子物理学と強相関物性物理学分野に大きな

進展をもたらすことが期待される。また、超高速の量子相転

移を確認することは、高速・高効率の相転移を示す物質の開

発につながり、工学的な応用分野にも大きな波及効果が期待

される。 

 
  


